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實驗 的 結 核肺 ノ「ヴィタ ミン」C量ニ 就 テ

第 五報 結核 菌 ト「ヴ ィタ ミン」Cト ノ 關 係ニ 就 テ

(奉論文 ノ要旨ハ第14同 日ソト結砿病學會総倉二於 テ演訊 セリ)

大阪帝國大學醫學部今村内科及阪大薇生物研究所 竹尾結核研究部(圭任 今村教授)

馨學士 井 下 勝 馬

騨翫 山 上 茂

専攻生 岡 田 道 三

第一章 緒 論

結核 ト「ヴィタ ミン」Cト ノ關係 二就 キテハ 夙 二

i撒 儲 學者 ニ ヨリ報 告セ ラノレ・塵 アリタ リ。

結核罹 患時、「ヴィタ ミン」Cノ 鋏乏 ニ ヨリ其 症状

増悪スルハ彼等 ノ等 シク認 ムル虎 ナルモ、結 核

菌 ト「ヴィタ ミン」Cト ノ直接的 關係 二 至 リテハ

未 グ之 レテ明 二検 シタル モ ノナ シ。

近時余等 モ亦。結核 ト「ヴ、タ ミン」Cノ 關係 テ

間明 セン ト欲 シ、9閥 二三實験 テ行 ヒ、 結核罹

患時「ヴィタ ミン」C鋏 乏状態 テ招來 スル 事 テ詮

明 シ、緬 テ、結核菌液眼房 内注 入 ニ ヨリ、房 水

内 「ヴィタ ミン」C/i著 明 ナル減 少 ラ讃 明 シタ リ。

然 レドモ、是等 ノ實験 ニ ヨリテハ未ダ結 核菌 ト

「ヴィタ ミンJCト ノ直接的 關係 テ詮 明 シ得 ザ リ

キ。

近 時余等 ハ結 核菌 テ 「ヴィタ ミン」C加 ロング氏

無 蛋白液膿培養 基 二培 養 シ、「ヴィタ ミン」Cノ 結

核 菌嚢育 二及 ボス影響及結核 菌 ノ「ヴ、タ ミン」

C分 解 二及 ボス影響 テ検 査 シタル テ以 テ、其成

績 テ此庭 二報 告セ ン トス。

第二章 結核菌ノ「ヴィタ ミン」C分 解 二及ボス影響 二就テ

第 一 節 實 駈 方 法

清 拭 シタ ル 試 験 管 ニ ロ ン グ氏 無 蛋 白 培 養 液

(Ammoniumcitricum5.0,Asparaginum

5.0,Kaliumbiphosphoricum3.0,Natri-

umcarbonicum(anhydr-)3.0,Natrium

chloricum2.0,Magnesiumsulfricum1.0,

Ferri-ammoniumcitricumO.05,Glyceri-

numbidestillatum50.O,Ag.destillata

1000.O/

10糎 テ 分 注 シ、 之 レ ー一・101C9/Ascorbins乞ure

(Reddxon)テ 加 へ 然 ル 後 其 水 素 「イ オ ン」濃 度

ラPH=7,3二 修 正 シ、 本 無 蛋 白 液 膿 培 養 基 二

ロ ング氏液膿培養 基上 二充 分登育 シタル人型結

核菌 上池株及 松枝 氏非抗酸性結核菌株 ノー 白金

耳 テ移植 シ、菌俘游 液及菌乳剤 テ作 リ、卿卵器

中 二置 キー定 時 日観察 テ績 行 セ リ。ドヴィタ ミン」

Cノ 定 量 ハ(11)西垣 、 山本氏法及 く12)2-6・Dichlor-

ophenol。indophenol定 量 法 ・:b依リテ實施 セ リ。

第 二 節 實 験 成 績

余等 ノ實験 二於 テハ水 素 「イオ ン」濃度 ノ影 響 テ

考慮 シ常 二水素 「イオ ン」濃度 テー定(PH=7.3)

トナ シ實験 シタ リ。

(1)封 照 實験

ロ ング氏無蛋 白液禮培養基 一 「ヴ'タ ミン;C1
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10竈 テ 加 ヘタル モ ノテ艀卵 器中 二 置 キ、2時

間、4時 間、6時 間、8時 間、1日 、2日 、4

日、5日 、6日 、8日 、10日 後 二其一部 テ 「ピ

ペ.ト 」ニ テ 吸 ヒ取 リ、其 「ヴィタ ミン」C含 有量

テ西垣、 山本氏比 色定量法及 ピ2-6-DichlorOP。

henol-indophenol定 量 法 ニテ測定 シ、培養基 内

ノ「ヴィタ ミン」C量 テ計算 シタル モ ノナ リn

其 ノ結果 ハ第1表 二示 ス如 久4時 間後 二於 テ

ハ翫 二4%,8時 間 二於 テハ14%、24時 間 後a

於 テハ16%、48時 間後 二於 テハ17%ノ 減 少 テ

招來 シ、4日 後 ニ ァリテハ約1/3二 減 少 セル テ見

タ リ。5日 或 ハ6日 後 ニテハ僅 カニ最初 投入 セ

シ「ヴ,タ ミン」C量 ノ1/lu量 テ残 ス ニ 過 ギザ リ

キ 。

(2)人 型 結 核菌(上 池珠)培 養、 ロ ング氏液 膿培

養 基 二 添加 セル 「ヴィタ ミン」Cノ 分解経過 上記

水素 「イオン」濃度 ラ 修正 シタル 「ヴィタ ミン」C

添 加、 ロング氏液盟培 養基 ニー白金 耳 ノ人型結

核菌乳剤(生 菌)テ 混入 シ、直 チニ卿卵器 二入 レ、

2時 間、4時 間、6時 間、8時 間及24時 間後 二

其 「ヴてタiン 」C量 テ測定 シタリ。

第1表 ロ ソグ 氏 液 髄 培養 基 二添 加 セ ジ

VitaminCノ 分解 経 過

(一)ノ ・2・61ndophenol法(mglcc)

見 ズ。

且上記培養 基 ラ以 テー 白金耳 ノ人型結核菌 ラ俘

游 移植 セ シメ、其 ノ「ヴィタ ミン」C量 テ5日 、及

10日 後 二測定 シタル ニ、同 ジク第3表 二示 スガ

如 久 即 チ5日 後 ニア リテモ尚僅 カー20%ノ 減

少 テ見 タル ニ過 ギズ、10日 後 二於 テモ 尚56%

以 上 ノ 「ヴィタ ミン」Cガ 分解 セ ラルt事 ナ ク残

存 セル テ見 タ リ。

第2表 人型結核菌混合ロソグ氏液盟

培養基二添加 セシVitaminCノ

.分解経過(mglcc)

製NL・IN濫2Nn3副N司NL61N縞7
0時

2時

1,0り0 ほ ・0001・0001・00011・0001・0001・000

1,000 1.0001.0001,000 一 ■■一一● ●■■■閣■

0,9614時

(0.960)

0.9610.9610,961

0.960♪(一)(一)

一 鱒鯛 一

6時

8時

0,938 0.9580.9380,958 一 一_

0,938 0。9380.9380,938 一 一_

0,9211日

(0.918)

0,921
!0 .915)
一噌一

〇,912

0.9080,840

(一)(一)

一 一 一

2日0.912 0.8900,794 0し860-・ 一

4日0.344 0.408-一 一 一 一

5日 一 一 〇.1260.140 0.137-一

6日0.124 0,118 一 一 一_

8日0.010

一 一一

〇,016

一

一 一一一

一 一 一 一_

10日0.010 0.0160.0100,010 0.01000100,010
1

時 数 N臨1 NL2 N膿3 Nr」4

2時 1,000 1,000 1,000 1,000

4時 1,000 1,000 1,000 1,000

6時 1,000 1,000 1,000 1,000

8時 0,984 0,983 0,990 0,990

24時 0,984 0,983 0,988 0990

第3表 人型結核菌培養Pソ グ氏液髄

培養基二添加セ$1VitaminCノ

分解経過(mg/cc)

日数 Nr.1 N浩2 N濫3 Nr.4 Nn5 NL6

0 1,OOO 1,000 1,000 1,000 1.00U 1,000

5 一 一 開 一 0,810 0,810 0,747

10 0,608 0,720 0,720 0,720 0,720 0,440

其結果 ハ 第2表 二示 スガ如 ク シテ、 帥24時 間

後 二於 テモ 殆 ン ド其 ノ「ヴ汐Zン 」Cノ 滅 少 テ

(3)松 枝 氏結 核菌株培 養、 ロ ング氏液禮培養基

二添 如 セル 「ヴィタ ミン」Cノ 分 解経 過
。

本研究所松枝⑯氏 ノ所 有 ニカ ・ル非抗酸性結核

菌 ニ シテ液禮培 養基申 ニテZF等 ノ掴濁 テ作 リテ

褒 育 セ ル 結核菌 テ ロ シグ氏液禮培養基 二移植

シ、 悔 日振温 シ、卒等 二漏 濁、 ヨク登育 シタル

モ ノヨリ其一・-t白金 耳 テ探 リ上記 「ヴ,タ ミン」C

添 加培 養基 二移植 セ リ。

其 「ヴィタ こン」C量 テ2日 、4日 、5'日b6日 、

8臥 及10日 後 二測 定 シタルニ結 果 ハ第4表 二

示 セル ガ如 シ。

即 チ之 レテ通 寛 スル ニ、2日 後 ニテハ殆 ド嬢化

ナ キラ見 タ リ。然 レドモ4日 後 一テハ既 二約牛

滅 セルテ知 レリ。6日 後 ニ アリテハ約'/,量 トナ

リ、8日 後 二於 テハ殆 ン ド全 ク清 失 セルテ験知
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第4表 非抗酸性結核菌培養 ロソグ氏液膿

培養基二添加セシVitaminCノ

分解経過(mglcc)
1

日籔 Nr.1 Nr.2 N鵡31N浩4 翫51翫61翫7

0日一
2日一
4日一
5日一
6日一
8日一
10日一

備考

1,000 1.0001.OOO1,000
i_
1,000

1,0001,000
　

11 ,000

0,960
i-0

・9600・9961

一 一

1,000

一
1,000

{
一

0,564 0,468 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 0,558 0,630

一 一

〇,558 一

0,306 0,258 一 一 一 一 一 一 鷺

0.04R 0,048

庶
一 一 一

一
一

0,016 0,016 0.0431 0.0321 0,024 0,030 0,024

菌培 養 ト同時
二VitaminC

l添加
菌 培 養20日 後 二VitaminC添 加

シ タ リ。

第 三 節 総 括 的 槻 察

余等 ハロ ング氏無蛋 白液膿培養基 二添 加 セ シ

「ヴfタ ミン」Cノ 分解過程 二 及 ボス 結核菌 ノ影

響 テ検 査 セ シ結果、何等菌 テ移植 セザ リ シ培養

基 ノミーテハ5日 後 二於 テ 既 二 大部分 ガ清失

シ、僅 カニ其17%テ 残 存 セルニ 過 ギズ、且8

日後 ニア リテハ殆 ン ド全 ク消 失セル テ認 メタル

ー、之 レニ反 シ、人型結核菌(上 池株)テ 培養 セ

シモ ノーアリテハ5日 後 ニテハ未 グ僅少部分 ノ

ミ分解消失 セルニ過 ギズ、其80%ハ 尚 分解 セズ

VitaminC分 解 経 過
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二残存 セ リ.10日 後aア リテモ分解清失 セ シバ

僅 カー其 ノ50%ノ ミナルテ 験知 シタ リ。而 シ

テ卒等俘游液 テ作 ル松枝氏非抗酸 性結核 菌株 ニ

ア リテハ、上述雨者 ノ中間二存 スルテ認 メ得 タ

,リ。 即 チ5日 後 ニア リテハ約40Zノ 分 解 ラ招

來 シ、8日 後 二於 テハ封照 ト殆 ン ド同様 ナル値

テ示 セ リ.

余 等 ノ成績 テ通観 シ、結核菌液 卜「ヴsタ ミン」C

トノ混合液 中 一於 テ3日 後 一テモ 「ヴfタ ミン」

Cハ 結核 菌 ニヨ リテ障碍 セ ラル ・事 ナ シ ト言 フ

(14)Gagyiノ 成 績 テ見 ル時、其結論 ノ甚 グ清極 的

ナル テ知 リ得 タ リ。 即 チ余 等 ノ成績 ニ アリテハ

「ヴ{タ ミン」Cハ 結核 菌 ニヨ リテ 分解 セ ラレザ

ル ノミナラズ、其 自然 分解 テモ抑 制 セ ラル ・子

験 知 シ得 タレバナ リ.

第三章 結核菌 ノ護育二及ボス「ヴィタ ミン」Cノ

影響 二就 テ

第 一 節 實 験 方 法

清拭 シタル試験 管 ニロ ング氏無蛋 白培養液10.0

煙 テ分注 シ、之 レニ豫 メロ ング氏液膿培養 基上

・一:・ヨク登育 セ シメ タル人型結核 菌(上 池株1
、 牛

型結核菌及松枝 氏非抗酸性結核 菌株 ノー 白金 耳

テ移植 シ、直 チ ニ艀 卵器 中二牧 メ、培 養10日

後、其 ヨク登育 セル モ ハ 中ホ ・・同 ジ大 キサテ

有スルモ ノテ選 ピ探 リ、 之 レニ 「ヴィタ ミン」C

ノー定量 テロ ング氏培養液0.5鯉 二溶解 シタル

モノテ投 入 シ、培養一定 日後、其褒育程度 ラ比

較 シタリ。

第 二 節 實 験 成 績

(1)人 型 結核菌 ノ登育 二 及 ボ ス 「ヴィタ ミン」C

ノ影響

人型 結核菌(上 池株)テ ロング氏液膿培養基 中 三

10日 間培養 シ、 ホ ・"同大 二登 育 セルモ ノ164s

テ選 ビ、其 各4本 テ1群 トナ シ、4群 二分 チ、

第1群 封 照4本

第2群 「ヴ1タ ミン」C1竈 投入4本

第3群 「ヴfタ ミン」C5甦 投 入4本

第4群 「ヴ、タ ミン」C10雇 投 入4本

トナ シ、直 二艀卵器 二牧 メ、 日々其叢 育程 度 テ
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附 圖1

'＼型結 核 菌 ロ ・7氏 無 蛋 白液 禮 培 養 基培 養 二 於 ケ ル 號 育 二及te .スVitaminCノ 影 響

1∬ 皿IVVVI▽W▽ 皿IXXXIX皿

驚 盤

,∵

灘 ….,'● .'1'■.一

・一'.M
:∵ ㌃ ・蕊1妻.1.謡 チ ・ ∴ ∴ デ..

1-一一IVVitaminC10mg投 人V-N皿VitaminC5mg投 入IX-XUi封 照

菌 培 養 後24日VitaminC投 入 後14日

附 圃 ∬

牛 型 結 核 菌 ロ ン'7"無蛋 白液 器 培養・基 培 養 二 於 ケ ル腰 育 二及 ボ スVitaminCノ 影 響

Ill皿IVVVIVII]X

○

"髭L

幽
ρジ

・」

霧 ∵ 審∴ 、1.

1-IVVitaminC10mg投 入V-IX封 照

菌 培養 後24日VitaminC投 入 後14日

【第15k
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観察 セ リ。而 シテ2週 間 二亙 リテ施 行 セ シ観察

ノ結果 へ10瑳 投 入群(第4群)ニ アリテハ封 照

(第1群)ヨ リモ其褒育甚 ダ良好 ナル ラ認 メ得 タ

iJ。5彪 投 入群(第3群)ニ ア リテモ封 照 ヨリ僅

ヵナガラ嚢育良好 ナル テ験 知 シタ リ.然 ルニ1

彪投入群(第2群)ニ ア リテハ封 照 卜同様 ナル嚢

育 テナセル テ観 タ リ.(附 圖第1>;・

〈2)牛 型 結核菌 ノ嚢育 ・・…及 ボ ス 「ヴィタ ミン」C

ノ影響

牛型結核菌 亘 ング氏液膿培養基培 養10日1 .、ホ

ボ同大 ナルモ ノ16本 テ 選 ピ人型結核 菌 二於 ケ

ル實験 ト同檬4群 二分 チ、 同 ジ割 合 二「ヴ、タ ミ

ン」Cテ 投 入 シ培養 シタリ。 牛型菌 二於 テモ人

型菌 二於 ケル ト同様 二10醒 投 入 ノモ ノーア リ

テハ封照 ヨリモ其嚢育旺盛 ナル テ認 ノ、5竈 投

入 ノモ ノニア リテモ封照 二比 シ其獲育梢 ㌃旺 盛

ナ リシテ認 メタ リ。1雇 投 入 ノモ ノハ封照 ト全

ク異 ラズ。(附 囲第2)

〈3)非 抗 酸性菌 ノ援 育 ・…一・及 ボス 「ヴ、タ ミン」C

ノ影響

亘ング氏液 膿培 養基 二非抗酸性結核菌 テ培 養

スル ト同時 二「ヴ,タ ミン」C10蓮 テ加 ヘタルモ

ノ"ア リテハ第5表 ノ如 ク、培 養8日 目二於 テ

梢 篭獲育 テ示 セル ト認 メ得 ラル ・モ ノアルガ如

久 培 養10日 後 二於 テ、始 メテ明 二褒育 セル テ

認 メ得 タリ。之 レニ反 シ封照 ニ ア リテハ培 養7

日ニ シテ 既 二登育 テ認 メ得 タ リ.培 養10日 目

二於 テハ試験 管ハ全 ク準等 二澗濁 セル ラ認 メ得

タリ。 帥 チ培 養 ト同時 二 「ヴィタ ミン」Cラ 投 入

シタル際 ニハ、非抗酸性結核菌 ニ ア リテハ其焚

育 ノ抑制 セラル ・認 メ得 タリ。

松枝氏非抗酸性結核菌株 テロング氏液髄培養基

一10日 間培 養 シ
、ZF等 ノ掴濁 テ 呈 セルモ ノ_

「ヴィタ ミン」C10雇 ラ投 入 シタルニ
、第6表 二

示 ス如 ク培 養5日 ニ シテ既 二培養基 ハ強 ク褐 色

二攣 ジ
、菌 ノ登育又封照 二比 シ甚 シク障碍 セラ

ル ・テ認 メ得 タリ。

'

養

数

培
日

Fり

ρ0

7
・

只
)

Q
り

01

第5表 松枝氏非抗酸性結核菌株培養

ト同時二VitaminC10mgヲ 投入

ジタルモノ・蛮育状況

VitaminC10mg

投 入

Nr・ ・INr・'21Nr・3

十 十'

一1

±

±

十

封 照

Nh4 N藍5 N鵡6

一 一 一

_舳 一 一

± ± ±

十 十 十

什 骨 什

十十 督 帯

第6表 松枝氏非抗酸性結核菌株培養

10日 後 ▽itaminC10mgヲ 投入

..ジ タルモノ・駿育状況

}

墨培養

_l

ViΨC碧mgl樹 照

日数 NL1 NL2 翫31翫4}翫5 Nr6!N蔦7
β

1 一 一 一1-

一 「=

一 一 一

2 一 一 一 一 ■一

3 一 一 一
1

_ 十
.十
十

4 一 一 ± ± 十' 什 朴

5 ±一 ± ± ± 柵 帯 柵
『 　

備考 一 全 〃登育ナキモノ

± 僅 カニ獲育セルカニ思ノ、ル ・モ ノ

十 登育 セルヲ明カニ認 メ得ルモノ

甘 潤濁 ノ著明ニナ リタルモ ノ

柵 溜濁 ノ甚 ダ著明1・ナ リタルモ ノ

第 三 節 総 括 的 考 察

以上行 仁 タ ル 結核菌 ノ嚢育 二及 ボ ス「ヴィタ ミ

ン」Cノ 影響 二關 スル 試験成績 テ通覧 スルニ結

核 菌 ハ 明 二「ヴ・タ ミン」Cノ 投與 ニ ヨ リテ嚢 育

速 進 セ ラル ・テ認 メ得 タ リ。然 レ ドモ松 枝氏非

抗 酸性結 核菌株 ノ液罷 内培養 ニ アリテハ之 レ ト

全 ク相 反 シ、菌 ノ褒 育ハ 「ヴィタ1ン 」C一 ヨリ

テ抑 制 セ ラル ・テ認 メ得 タ リ。

Gagyiノ 結 核菌 ハ 「ヴ,タ ミン」C液 トノ混合 ニ

ヨ リ3日 後 二於 テモ分解 セ ラレズ ト言 ヘル成績

モ余 等 ノ成績 ヨリ見 ル時又常然 ナルベ キ ラ思 ヘ

リ^
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第四章 結 ・論

1.「 ヴ1タ ミン」Cノ 分解 ハ人型結核菌 ニ ヨ リ抑

制 セ ラル。

2.「 ヴィタ ミン」Cノ 分 解 ハ松 枝氏非抗酸 性結 核

菌 株 ニ ヨ リテモ抑 制 セ ラル ・モ、其 程度人型結

核 菌 二於 ケル如 ク強 カ ラズ。

3.人 型結核菌及牛型結核菌ハ「ヴィタミン」Cニ

ヨリテ其登育速進セラル。

4.松 枝氏非抗酸1生結核菌株 ノ液艦内培養二泓

テハ「ヴィタミン」C一 ヨリ其畿育抑制セラル。

(終二臨 ミ今村教授西垣博士二深謝 ス)。
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